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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・H28年1/4(月)病院行事　書初め大会　場所：集会室　お題：『人』『ひと』

※勤務の都合にて当日集会室で行えないスタッフは12月23日(火)～31日(火)までに、庶務室前廊下に準備してあるので、帰宅前又は休憩時間等に書くこと。

・看護グループ研修について
日時：12/22（火）17：15～　　　場所：病院2階　会議室
テーマ：「BPSDが起こる原因とその対応」　　　講師：藤田JGM
※出欠は12/20(日)までに入力すること。
・青陽館の担当医が12/16より変更となっている。

＜利用者様情報＞

・淡路智恵子様～来所後、スタッフに「なんだかおらは機嫌が悪いんだよ､今日も喧嘩して来た｡あの人とこの胸の中にいる人の性格がそっくりなんだよ」と特定のグループホーム入居者への不満を話している。理由に関して「たぶんお金がないからだと思う。私がコツコツとお金を貯めていればこの胸の中の人が煙草を買えというからお金がなくなってしまう。土曜日に姉さんからお金をもらってくるからいいけどさ」と話している。時折笑顔見られており、深刻さは見られない。「お風呂に入って、おにぎり食べたら気持ちが治まった」と笑顔で話し、喧嘩の事も気にならなくなったとの事。今後も不満があった際にはここで相談するよう伝えている。
・佐藤ミツ子様～昨日夜中寝付けない様子があったと青風荘より情報提供がある。本日睡眠状況について確認すると「3時間は眠りました」と話しており、眠気はないとのこと。居眠りなくプログラムにも参加出来ている。

・吉田キクエ様～青風荘より情報提供がある。朝食後、「ここが痛いんだよ」と左耳下を指しながら訴えており、確認すると左耳下に腫脹が見られているとのこと。本日は金田耳鼻科受診のため、デイナイトケア欠席となっている。耳鼻科の受診をして耳下腺炎で、4日分の抗生剤が処方されている。1週間様子を見て改善されれば、受診の必要なないとのこと。
・古舘　正行様～喫煙した事を忘れ、再度煙草を要求することが最近多いと青風荘より情報提供がある。本日のデイナイトケアでは煙草の要求は時間通りであり問題ない。
＜うみねこ幸房利用者様情報＞

・八木橋牧雄様～連続飲酒されており、うみねこ幸房に来た際に酒臭や顔面紅潮が著明となっている。また、特定利用者に対して攻撃的発言がある。繰り返し同じことを確認しており、確認した場合でも作業を間違える事があり本人もショックを受けた様子。

＜外来情報＞

・土佐　将志様～コンサータ増薬となる。本人からの希望もあり、次週ケア会議開催予定。
カンファレンスシート（　前野　義勝　様）

実施日：H27年12月17日（木）13：30～14：00

担当チーム：慶長・川井・馬場

参加者：慶長・戸賀沢・會津・馬場・工藤・江刺家・藤田

検討内容　

	氏名
	前野　義勝　様
	性別
	男
	年齢
	56
	生年月日
	S34年11月29日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	てんかん

	治療方針（医師の指示）
	現在の生活を継続する（うみねこ幸房で仕事・ナイトケア）

	本人希望
	うみねこ幸房で仕事を続ける。

	家族希望
	現在の生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　2回（最終：H5年5月22日～H12年3月3日）

	通所歴
	　1回目

· H14年7月25日～現在　　（週1回/金曜日）

	その他サービス利用
	就労継続支援B型『うみねこ幸房』：週5日（月～金）

地域生活支援センター『青明舎』相談事業

	住居：アパート単身生活
	家族構成

	利用制度
	障害者手帳

1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援医療・生活保護）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を続ける
	①周りとうまく付き合う。
	①イライラ感を周りにぶつけずに過ごす。
	①苛々する時は、他者と距離をとる。怒りっぽい様子や他者への干渉が見られる際には、本人へ他者への対応について行動の振り返りを行う。

	
	②身体管理を行い、体調を大きく崩さない（食事・運動・仕事の管理）
	②体重増加しないようにする。
	②月１度の体重測定を行い、来所時に腹筋運動を行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①イライラ感を周りにぶつけずに過ごす。
	・最近は、大きなトラブルや苛々感はみられず、穏やかな様子。他者交流やギター弾くなど落ち着いて過ごしている。

・以前は畑仕事による疲れやショルダーバックによる肩の凝りを訴える事があった｡

・スタッフの声掛けへの反応薄く、不機嫌そうな様子見られる事もあるが、時間が経つにつれ良くなっている。
	最近はイライラした様子なく、周囲とのトラブルも見られず、落ち着いて過ごせている。不調からイライラ感が発生していることから、体調の自己管理ができるよう支援していく。

	②体重増加しないようにする。
	・4月体重67.2kg⇒10月体重65.8kgと減量。

・食事に関しては、幸房のランチを食べており、自宅でも食べ過ぎないようにしているとのこと。

・うみねこ幸房からの情報により、2ヶ月程前よりランチのご飯を100gにしたり、ほぼ毎日していた間食をしていない。間食しなくなったことが減量に繋がったと考えられる。
	毎月の体重測定は継続する。腹筋は行えていないが、食生活には関心がある様子であるため、ナイトケア、うみねこ幸房利用日以外の食事内容について確認し、バランスがとれるよう支援していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を続ける
	①身体管理を行い、体調を大きく崩さない（食事・運動・仕事の管理）
	①-1体調の自己管理が出来るようになり、イライラせずに穏やかに過ごせる。
	①-1苛々する時は、他者と距離をとる。怒りっぽい様子や他者への干渉が見られる際には、本人へ他者への対応について行動の振り返りを行う。

	
	
	①-2体重増加しないようにする。
	①-2月１度の体重測定を行い、スタッフは利用日以外の食事内容を確認し、本人と一緒にバランスの良いメニューについて考える。


仙台市　保護者








